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「勤務情報提供書」
両立支援ガイドラインに収載
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• 職種
• 職務内容
• 勤務形態
• 通勤方法／時間
• 休業可能期間／有休残日数
• その他／特記事項
• 利用可能な制度



「意見書」復帰時・就業継続時
両立支援ガイドラインに収載

4留意事項通知に係る別紙様式と施設基準に係る別紙
「別紙様式49」「別紙様式49の２」にも収載

医学的見地から
必要と考えられる配慮
＝安全配慮

その他の配慮
＝Reasonable accommodation



職場復帰に関する判断視点

① 本人の判断
治療が落ち着き、そろそろ仕事をしたいという意欲が戻っ
たか。

② 主治医の判断
仕事をしても疾病経過や治療に支障をきたさないか。

③ 産業医等の判断
職業上の適正を健康面から個別に判断（仕事をすることで
体調を崩さないか、労働災害等の事故を起こさないか、仕
事をする能力が十分回復しているか）。

④ 事業者の判断
総合的な判断。労働者の健康確保のみならず、雇用契約・
労働契約の履行、就業規則、過去の対応事例や判例、他従
業員との平等・公正性、といったことを踏まえ。 5



このコンテンツは、厚生労働科学研究費補助金（労働安全衛生総合研究事業）
「医療機関における治療と仕事の両立支援の推進に資する研究（２０ＪＡ０６０１）」
研究代表者 産業医科大学 立石清一郎 により作成されました。
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